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「原発事故と放射線治療」 

武内 務 
 

東北大地震・大津波からすでに４ヵ月が経過し、漸時ニュース等で被災者の方々の復興へ

の取り組みも、その様子が伝わってくるようになりました。 
しかし、原発事故による避難区域では、人間の活動はまったく途絶えたまま。野生化し餌

を求めてさまよう家畜も早晩死に絶え、長期に渡りゴーストタウン化することがわかってい

ても、もはや我々には打つ手立てもありません。 
 
地震・津波は自然災害ですが、原発事故 
は自然災害により露呈した「人災」です。 
地震や津波のニュースには悲しみを覚え 
ますが、それを「想定外」の規模と言い 
逃れをする原発関係者には憤りさえ感じ 
ます。 
「原子力村」の人々は、一旦燃え始める 
と消すこともままならない「神の火」に 
対し、あえて不測の事態に目をつぶって 
「安全神話」を作り上げ、「神の火」は 
常に人知のコントロール下にあると宣伝 
し、我々に錯覚を抱かせてきたわけです 
が、このたびの大災害で、ついにそのう 
その構図が暴かれてしまったわけです。 
都会に住む我々も、原発には潜在的リス 
クを感じながらも、都会の電力需要とい 
うエゴを、だまって地方に押し付けて来 
たわけですから、決して罪がないとは言 
い切れません。 
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“想定外”の原因で“たまたま”メルトダウンを起こした原発が、水素爆発により大気中に

放射能汚染物質を撒き散らし、高濃度のセシウム汚染は避難区域外にも広がり、（図：文科

省による航空機モニタリングの結果）、汚染された稲わらを食べた牛の肉からは、高濃度の

セシウムが検出されています。この肉を食べれば人間も当然内部被ばくをするわけで、食物

連鎖の恐ろしさは留まるところを知りません。 
校庭の放射線許容限度は、行政のご都合主義から「20ミリシーベルト」と決められました。 

病院の放射線管理区域で一般人の立入りを制限しているのは「1ミリシーベルト」。放射線技
師などの許容限度が「20ミリシーベルト」です。放射線の感受性が大人より数倍高く、がん
などの晩発性後遺症にかかりやすい子供達が、息をはずませ駆け回る（内部被ばくの恐れも

高い）校庭の基準が、これと同じで良いはずがありません。 
 
私は、手術では治療が難しいと言われた前立腺がんを放射線で治療しました。（写真） 

原発事故による放射能と、病院で用いる放射線とはどのように違うのでしょう。 
医療用の放射線というのは、原発の核分裂と異なり、直線加速器（リニアック）により電子

を加速し、それを金属に当てることにより X線を発生させています。 
要するに人間の意思によるコントロールが可能で、発生する放射線も核分裂ほど多種多様

ではなく、X線に限定されます。（機種により粒子線や中性子線の場合もあります） 
 
 放射線治療ではグレイという単位が用いられ、放射能測定ではシーベルトという単位が用

いられていますが、話を単純化すれば、X 線やガンマ線では放射線荷重係数が１ですから、
シーベルト＝グレイと考えて差し支えありません。 
私は、毎日 2シーベルト（2グレイ）の放射線を、 

39回に渡って前立腺に照射しました。もし 2シー 
ベルトを１回でも全身に浴びると、5%の人が 30日 
以内に亡くなると言われています。広島の原爆で浴 
びせられた放射線量は約 4シーベルトで、これだと 
約 50%の人が亡くなるそうです。7シーベルトを全 
身に浴びると、ほぼ全員が死亡するとのことですか 
ら、合計 78シーベルトの放射線を浴びた私が健康 
なのは、極めて狭い範囲のピンポイント照射だったからに他なりません。 
放射線が原子に当たると電子を弾き飛ばしてイオン化する作用がありますが、これが細胞

の DNAに損傷を与えます。分裂が盛んな細胞ほどこの影響を受けやすいわけですが、がん
細胞は正常細胞より概して分裂が活発で、一方、ダメージの復元力はがん細胞より正常細胞の

ほうが勝っています。こうした細胞による感受性の差、復元力の差を利用して分割照射を行うこ

とにより、がん細胞を放射線でやっつけているのです。 

医療用放射線も使い方を間違えば命にかかわるものであり、当然晩期後遺症への注意も必

要ですが、核の暴走とは無縁の技術です。私は、“原子力の輝かしい未来”よりも、放射線

治療医や医学物理士の一日も早い充足を願っています。 
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「ご存知ですか？”精巣腫瘍”という男性のがんの存在と問題の深さを」 

 

                精巣腫瘍患者友の会（Ｊ-ＴＡＧ代表） 改發 厚 
 
私は 2004年に精巣腫瘍に罹患し、社会復帰するまで 1年半、姫路と神戸の病院で闘病し、

現在は完治の域に入り、元気に社会復帰しております。 
日本の死因のトップはがんであることは、すでにメディアなどを通して、広く認識されてい

ると思います。２人に１人ががんに罹患する時代、３人に１人ががんで亡くなられる時代で

す。 
そんな現代に、１０万人に１人とか２人に罹患するといわれるレアながん、”精巣腫瘍（せ

いそうしゅよう）”があります。 
この精巣腫瘍は、睾丸のがんです。当然男性しか罹患しません。そして好発年齢は 20 歳

から 40歳の若い世代が罹患する特徴があります。ただし、精巣腫瘍は化学療法（抗がん剤）
及び放射線治療で完治が望める、いわばがんの中で一番治りやすいがんです。標準化学療法

が確立されており、たとえそれが奏功しなくても、種類を変えて、徹底的に抗がん剤を投与

していくため、精巣腫瘍は米国では、Battle of Cancerといわれています。 
なんや、がんの中で一番治りやすいんなら、よろしいやん。と思われる方、読み飛ばすの

を、もう少し待ってください！ 
まず精巣腫瘍は、しっかり入院して化学療法を施術します。原発巣の睾丸摘除から化学療

法 4クール、残存腫瘍摘除、社会復帰にむけた自宅療法などを見てみると、だいたい半年く
らいはかかるんです。そう、好発年齢は 20-40歳の働き盛りです。この年齢が長期の療養で
会社を休むことで、収入減、はたまた離職の危機にさらされ、心的ストレスが増大すること

をご想像できますか？実際離職を余儀なくされた方を、たくさん見てきましたし、私も闘病

期間は１年半でしたので、配置転換、異動を余儀なくされました。 
当然、一家の大黒柱として、家族に迷惑をかけているという罪悪感、申し訳ないという気

持ちでいっぱいになります。なのに心無い人たちに、性病的な扱いや好奇な目で見られます。

発症原因は未だ不明ですが、性交渉による発症ではないことは理解ください！ 
 さらに、原発巣の睾丸をひとつ取ります。抗がん剤を投与することで、精子が死滅します。

さらには後腹膜リンパ節郭清まで施術すれば、腫瘍の位置、大きさによっては、射精神経を

傷つけてしまうこともあります。 
そう、（自然に）子供が作れなくなるリスク 

が増大します。 
このため原発巣の摘除前後で精子を冷凍保 

   存することを勧められます。これからの世代 
  から子供を作る能力を奪う、がんです。 

レアがんゆえに情報が少なく、こうした問 
  題がクローズアップされることはありません。 

また治りやすいがゆえに、悲壮感も少なく？ 
メディアに取り上げられることもありません。 
標準化学療法が確立されているがゆえ、セカンドラインやサードラインの治療法が手探り 
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の状態で、難治性患者の選択肢が限られています。精巣腫瘍用新規抗がん剤の開発も聞かれ

ません。 
そうした問題提起、解決と患者や家族、医療従事者に永続的、集約的に情報提供するため

に、日本初の患者会が 2010年 10月に発足しました。（写真：京都宣言） 
（ホームページ：http://www.cancernet.jp/j-tag/ メールアドレス：j_tag@cancernet.jp） 
まだ立ち上げまもなく、会員も 100名にも満たない状況ですが、多くの会員に有益な情報

提供を続けて行きたいと思っています。 
私は、つらい治療に耐えた自分、そして支えてくれた家族を称え、惜しくも亡くなられた

友を偲び、そして今も戦う友にエールを送り続けます。 
今、メディアでは、ドラマ化や検診啓発運動など、女性のがんがクローズアップされてい

ます。その一方で男性のがんの存在と、レアながん精巣腫瘍が大きな問題を抱えていること

を、頭の片隅においていただければ幸甚です。 
 

お問い合わせ等は 06-6886-3388（キャンサーネットジャパン大阪事務局）まで！ 
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ひょうご がん患者連絡会の活動概況を紹介します 
（2011年６、７月 活動分） 

事 務 局 
2011年６月 16日（木）：「健康づくり推進条例」説明会、及び第２回運営委員会を開催しました。 
（１）「健康づくり推進条例」（4月 1日施行）説明会は、健康増進課 柳瀬課長、谷川係長に出席いただ
き、柳瀬課長から説明をして頂いた。「健康づくり推進条例」制定の趣旨は以下の通り。 

   平均寿命は延びているが、①生活習慣病及びそれによる死亡、②虫歯、歯周疾患、③“こころの 
病気”は、いずれも増加傾向にある。 

   （【参考】「生活習慣病による死亡の現状」：糖尿病、脳卒中、心臓病、脂質異常症、高血圧、肥

満のために日本人の三分の二近くの人が亡くなっている。（厚労省ＨＰによる）） 
従って、①健康づくり関係者、②事業者、③市町、及び県などの社会全体が、県民個人の取組み 
をサポートして、生涯にわたって生き生きと安心して暮らせるようにしようとするものである。 

   ひょうごがん患者連絡会からは、次の 2点について要望した。 
  １）県の健康づくり推進活動に協力し、県が支援する「健康診査・がん検診のセット検診」などに

は、協働して参加していきたい。 
  ２）「兵庫県がん対策推進条例（仮称）」制定への協力をお願いしたい。日本人の三分の一の人が  

がんで亡くなっている現状を踏まえ、「健康づくり推進条例」と併せて制定する必要がある。 
（２）運営委員会での主な決定事項は次の通りである。 
  １）県立こども病院建替え計画への病院局長宛の意見書を作成し提出する。 
  ２）「島根がんサロン支援塾」に、ゆずりは明石 草野事務局長と神戸医療センターの山本隆子看護

師に行って頂く。 
2011年 7月 16日（土）～18日（月）：日本医療政策機構 がん政策情報センター主催の 
   「がん政策サミット 2011」に、武内・田村両会員が出席しました。 
    このプロジェクトは、「がん対策の好事例を学びあい、各地に広めていく」ことを目的に 2009 

年からの３か年計画で進められてきたもので、今年は締め括りのサミットとして計画された。 
 大阪府健康づくり課 森元一徳課長補佐から大阪府がん対策推進条例が好事例として報告された。 
参考にしていきたい。 

2011年７月 21日（木）：フリートーキング会、及び第３回運営委員会を開催しました。 
運営委員会での主な決定事項は次の通りである。 
１）兵庫県がん対策推進条例（仮称）制定について、兵庫県議会健康福祉常任委員会 森脇保仁委
員長ほか有志の議員に陳情を行う。 
  陳情資料としては、①条例の必要性に関する資料案、②他府県の条例制定状況と兵庫県条例項

目案、③がん条例制定に関する埴岡健一氏レポートなどを事務局及び武内会員が準備し、ＭＬで

意見交換をして仕上げる。 
２）10 月 1 日、兵庫県がん診療連携協議会主催の「地域連携パス県民がんフォーラム」講師に田
村事務局長を派遣する。 
３）県立こども病院建替え計画への意見書を確定した。月内に病院局長に提出する。 
４）がん検診受診率向上活動について、受診率の低い市町や“がん検診重点市町”と話合いを行なって、

協働活動を進める。併せて「市町がん検診担当者も参画する“がん検診県民フォーラム”」開催へ 
 の協力依頼を行う。 
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がん患者連絡会加入団体等の関係公開講座等の行事予定（2011年８月～10月） 
 

 
 
 

がん患者連絡会加入団体等の「がんサロン」予定（2011年８月～10月） 
 

主催(TEL)・会費・場所 テーマ・主な内容・講師 日  時 
ゆずりは明石「明石話そう会」 
（078-911-6761草野） 

無 料 
兵庫県立がんセンター 1階 

患者、家族の悩みを分ち合い 
前向いて生きる寄り添える会を 

  目指しています 
（時間内であれば参加ご自由です） 

・ ８月１日及び 15日（月） 
・ ９月５日及び 19日（月） 
・ 10月３日及び 17日（月） 

10：00～12：00 
ゆずりは明石「明石楽しもう会」 
（078-911-6761草野）３００円 
明石市立保健センター３階 

８月：歌声カフェ   宍戸真理子氏 
 
 

・ ８月 10日（水） 
10：00～12：00 

ゆずりは明石「がん相談」 
（078-911-6761草野） 

無 料 
明石市立保健センター1階 

「がん」についての無料相談 
  相談員：ゆずりは明石会員の 
    看護師・保健師・がん体験者 

・ ８月 23日（火） 
・ ９月 27日（火） 
・ 10月 25日（火） 
   13：00～16：00 

ゆずりは「がんサロン」 
（078-976-5050） 
500円（茶菓子代） 

地下鉄伊川谷駅構内伊川谷工房 

お茶を飲みながら 
病や悩みについて自由に語り合います 
（時間内であれば参加ご自由です） 

・ ８月はお休みします 
・ ９月 13日（火） 
・ 10月 18日（火） 

13：30～15：30 
神戸医療ｾﾝﾀｰ「コスモスの会」 
（078-791-0111、内線 460） 

無 料 
神戸医療ｾﾝﾀｰ「がん相談支援室」 

・苦しみや悩みなどの気持を 
自由に語り合い支え合いましょう 

・情報の交換をして 
知識を高め合いましょう 

・ ８月 17日（水） 
・ ９月 21日（水） 
・ 10月 19日（水） 

14：00～16：00 
 
 
 
 

日時・場所 主催(TEL)・会費 テーマ・主な内容・講師 
８月 13日（土） 

14：30～16：30 
姫路市市民会館中ホール 

播磨・ともに歩むケアと医療を 
考える会(079-222-6789) 
 資料代 500円 

「がん地域連携パス」市民講座 
・システム全体の話(緩和ｹｱﾊﾟｽを含む) 
 姫路市医師会理事 国部伸也医師 

９月 10日（土） 
14：00～16：30 

子午線ﾎｰﾙ(ｱｽﾋﾟｱ明石北館9F 

県立がんｾﾝﾀｰ「がんフォーラム」 
(078-929-1151) 

無料（要申込 FAX078-938-0898） 

みなでささえる「乳がん地域連携」 
・乳がん術後治療の地域連携 
・再発乳がん治療の地域連携 ほか 

９月 10日（土） 
14：00～16：30 

兵庫県民会館 304号室 

ゆずりは公開講座 
(078-976-5050) 

  一般 800円、学生 無料 

「在宅連携診療について」 
神戸医療生協 いたやどクリニック 
    松岡泰夫 医師 

９月 17日(土)、18日(日) 
13：30～  ～12：00 

益田赤十字病院８Ｆ会議室 

島根がんケアサロン 
( 0856-31-0214益田市保健ｾﾝﾀｰ) 

  無料（要予約） 

「サロン開設、運営のノウハウを学ぶ」 
・島根の７位１体から得るものとは？ 
・情報の受信・発信に強くなるには、など 

10月１日（土） 
13：30～16：30 

兵庫県民会館９Ｆ県民ﾌｫｰﾙ 

県民がんフォーラム 
兵庫県がん診療連携協議会 

(078-929-1151県立がんｾﾝﾀ)無料 

「チームで支えるがんの地域連携」 
～自分らしく過すために～ 

・がん地域連携パスと地域連携について 
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日  時 行事・会費 テ ー マ・講  師 場  所 
８月 18日（木） 
18：00～19：00 

「がん対策推進条例」 
制定陳情説明会（予定） 

県議会健康福祉常任委員会委員長 
及び有志議員への陳情（予定） 

19：00～21：00 第４回運営委員会 １、がん対策推進条例について 
２、重点課題への取組み方、ほか 

 
神戸県民会館 
 ３０２号室 

９月 22日（木） 
18：00～20：00 

第７回がん医療 
研修公開講座 

「在宅医療の諸問題への対応策」 
 関本ｸﾘﾆｯｸ院長 関本雅子医師 

20：00～20：30 第５回運営委員会 ――――――― 

神戸県民会館 
 ３０４号室 

10月 20日（木） 
18：00～20：00 

第２回 
フリートーキング会 

――――――― 

20：00～20：30 第６回運営委員会 ――――――― 

神戸クリスタ

ルタワー４階 
（予定） 

編集後記                   事務局 田 村 美 生 夫 
リニューアル・ニューズレターの最初の持回り執筆は、武内 務理事にお願いをしました。 

 福島第 1原子力発電所の放射線汚染とご自身の放射線治療とを対置して、放射線障害をど
のように見ていったらよいかについて分りやすく説明していただき、放射線治療計画につい

ての理解を深めることがでると思います。 
 寄稿いただいた キャンサーネットジャパン大阪事務局 改發厚さんの希少がんに関する問
題は、検討中のがん対策推進条例で どう扱うかの検討課題にしたいと思います。改發さんに
はお忙しい中 有り難うございました。今後ともよろしくお願いします。 

ひょうご がん患者連絡会行事予定（2011年 8月～10月） 

ニューズレターの編集について 

このニューズレターは、４団体から応募いただいた編集委員による協議で編集し、会長の

査閲を経て発行しています。 
 ニューズレターは創刊以来、第 1,2面を各会員の持ちまわり執筆とし、第 3,4面は事務局
による ひょうごがん患者連絡会の活動概要報告及びお知らせページとして、奇数月に発行
してきました。 
今後とも、各会員の持ち回り執筆は続けますが、今月号からは紙面数の制限をなくし、内

容も一新して“より幅広い内容”で、かつ“楽しく読める内容”を目指し、寄稿文も組み合

わせていくことにしました。みなさま方のご期待に添いたいと願っております。 
各団体の会員のみなさま、および行政、医療、報道関係のみなさま方には、ひょうごがん

患者連絡会の活動概要と併せて、リニューアルした内容についてもご意見などお聞かせいた

だきたく存じます。                        （事 務 局） 
 

 

 


